










研究目的 

従来,鹿児島県は母子保健の一つの指標である妊産婦死亡率が全国平均に比べ著しく高く,

昭和 30 年代から 40 年代まではわが国の最高率もしくはこれに近い率であったが,昭和 44

年度より始まった“太陽の子運動”をきっかけとし種々の母子保健対策を行なってきた結

果,昭和 50年代には表 1のようにかなり改善されてきた。しかし,なお全国平均を上回って

いるので,さらに昭和 54・55 年度も調査し対策を考えてみた。 


